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(4) 上記新還元カルボニル化法を用いて筋弛緩剤である 4 クロロベンゾオキサゾロンの工業的製造法を検討し，本法
による工業化に成功している。
(5) ギ酸塩または二酸化炭素をカルボニル化剤として用いることを試み，同様な還元カルボニル化を生起させる方法
を開発している。
以上のように本論文は芳香族ニトロ化合物の還元または還元カルボニル化を温和な条件下で効率的に行える新方法
を開拓し，新しい工業的製造法として実施し得ることを示したものである。これらの成果は有機合成化学の発展に貢
献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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